
平成 30 年度 第７回親守詩山口大会 

第６回全国大会作品募集 

テーマ：「親子の絆」「親への感謝」 
親守詩全国大会実行委員会は、『親守詩』づくりを通して、親子の絆が一層深まり、家庭の教

育力向上の一助とすることを目的として活動をしております。子から親へ「親への感謝」を、ま

た親から子へ「子供への愛情」を「ことば」で表すことを通して、子供も親も自らを振り返るこ

とは、「親子の絆」を深め、より良い親子関係を構築するとともに、子供がこれからの生き方を

考える絶好の機会になると考えます。 

そこで、本実行委員会は、下記の要領で親守詩全国大会を開催し、『親守詩』を全国に広めて

いきたいと思います。皆様からの心温まる作品をお待ちしております。 

 

【応募の方法】 

１ 募集期間と応募先 

 平成 30 年９月 14 日(金) 締切 

詳細は親守詩応募要項ホームページ http://oyamoriuta.jimdo.com を御覧ください。 

２ 募集対象  園児の部、小学生の部（学年ごと）、中学生の部、高校生の部、一般の部 

３ 作品部門 

   ① 作文・詩の部（子から親へ 140 字以内の短作文や詩の形式） 

 ② 定型詩の部（子から親へ ５・７・５の俳句形式) 

 ③ 連 歌 の 部（子が上の句５・７・５、親が下の句７・７をつくる形式） 

※ ②③については、英語表記のものも可とする。 

４ 表  彰 

  山口大会において、各部門・募集対象毎にそれぞれ優良、入選等の賞を選考します。 

入賞者は、10 月 21 日（日）の第７回親守詩山口大会にて表彰します。また、山口大会優良賞

につきましては、第６回親守詩全国大会に出品されます。 

 

５ 応募方法 

  裏面の「応募用紙」、あるいは A4 サイズの用紙に、氏名（ふりがな）・年齢（学年）・住所・

電話番号・学校（所属）名・作品部門・作品を記入の上、以下の応募先(郵送のみ)に御応募く

ださい。複数部門へ応募される場合は、それぞれ１枚ごとに必要事項を御記入ください。 

  「応募用紙」は次の場所からもダウンロード可能です。 

＜山口教文研(県教連)HP http://www.kenkyouren.com＞ 

   ＜教文研(全日教連)HP http://ntfj.net/kyoubun＞ 

＜TOSS ランド HP http://www.tos-land.net＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【応募・お問い合わせ先】 
山口県親学推進委員会事務局＜山口教文研・県教連 事務局＞ 作品募集 係 

 〒753-0072 山口市大手町２－１８ 教育会館４階 
 TEL 083-922-2049  E-mail kyoren@orange.ocn.ne.jp 

【第６回親守詩全国大会】 
１ 日  時  平成 31 年２月 17 日（日） 

２ 場  所  浜離宮朝日ホール（朝日新聞東京本社・新館２階） 

３ 大会日程  開会行事 記念シンポジウム  

表彰・作品披露 閉会行事 等 
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  第６回親守詩山口大会 記念講演 

 
 
 
 

≪ 講 師 ≫ 

松居 和 氏 
 

 
 
 

≪ 演 題 ≫ 
 

 
 

～学校教育における家庭・地域の役割り～ 
 

日  時 平成 30 年 10 月 21 日（日） 

   ９：30～11：00（受付９：00～） 
※11：10 頃から第７回親守詩山口大会優秀作品の表彰を行います。 

会  場 ユーピーアールスタジアム 第 1･第 2 会議室 
              住所：宇部市恩田町四丁目 1 番 4 号  ：0836-31-1507 

参 加 費 無 料  御家族、お友達等を誘って、是非御参加ください。 
 

申 込 /問 い 合 わ せ 先 山口県親学推進委員会 事務局（県教連事務局） 

参加申込及び、御質問等は、下の電話番号まで御連絡ください。 
 

※ 当日受付も可能ですが、資料準備の関係上、平成 30 年１0 月 17 日（水）までに 
お電話いただけますと幸せます。 

         まずは、お気軽にお電話ください。 
 
 

 

 

    ま つ い      か ず 

一般公開 
講 座 

1954 年東京生まれ。慶応大学哲学科からカリフォルニア州立大学（UCLA）
民族芸術科に編入・卒業。尺八奏者として多数のアメリカ映画に参加。1985
年から「先進国社会における家庭崩壊」や「子育てが育む絆」等に関する講演
活動を実施し、欧米の後を追う日本の状況に警鐘を鳴らす。2006 年から
2010 年にかけて埼玉県教育委員会委員長を務めた教育のスペシャリスト。 

第７回 親守詩山口大会 記念講演会 
主催：山口県親学推進委員会 


